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青森平野南部，大矢沢野田（１）遺跡

Ooyazawano､１siteinthesouthempartoftheAomoriplain

特別第２号

大矢沢野H言'（１）辿跡は青森平11楠部の扇状地末端部に位置する。横内川遊水地建設｣二事によって地表下８ｍまでが

掘削されたため，広大な面積にわたって更新世後期の脳状地堆澗蘭と更新1Ⅱ:末期に形成された谷が見出された。扇状地

堆積面の蚊上部には｜･和田八戸テフラとそれに覆われた針葉樹からなる埋没林が，また，「縄文の谷」と呼ばれた更新世

末期の谷を埋積する泥炭層には広葉樹からなる埋没林が見出された。「綱文の谷」の斜lniからは円筒下層式土器が大量に

検出されたため，大矢沢野田（１）遺跡として登録された。「純文の谷」を雌積する堆砿物は大半が泥炭からなり，下半

部には十和田カルデラを給源とする｜･和田':|'抑テフラが挟まるため，完新世の環境変遷の解明に役立てられた（後藤・辻，

2000)。更新1M:と完新1M:の埋没林は，それぞれ当時の森林植生を復元するのに役立てられた（Noshiroeta1.,2003)。
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図１上空北方からj,!Lた「縄文の谷.｣．泥炭でMH積されたため
黒色を呈する．

図２掘削された遊水地底に露出した「縄文の谷」を埋積す

る泥炭と十和'''1{I撒テフラ（手前IfI色部)．


